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ここでE は音響出力､Bは羽根枚数､pは空気の密度､
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式(3)において羽根車内半径をrz･とすれば ､D l-40mm ､
58mm､75mm に対する代表速度 lγの半径位置γはそ
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図 3 実験装置の概要
図 4 ケーシングの概要

















根車外縁より6mm 大きい円周上の 4 断面(図 4 中の













mm の 3種類､羽根枚数βについては60 枚､120 校およ
び180 枚の 3種類を用いたoスパン長さ(羽根高さ )LR
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ここでPT は送風機全圧(Pa)､pは空気の密度(kg/
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図 8 特性仙線におよぼす スクロール広が り角の影轡
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図13 騒苦のスペ クトル分布におよばすケーシングの広が り角
の影轡
について示したものである｡10H z近傍までの周波数
域ではD z-58mm( 破線)が最も低いが80Hz 以上の
周波数ではDl-40mm( 細い実線)､D ,-58mm( 破
線)､DL-75mm( 太い実線)の順に高くなるOつまり図
1 で示 した相対速度が大きい順に高くなる｡全帯域騒
音で比較すれば､内直径D が 75mm のフアンは40mm
や 58mm のフアンよりも6-7.5dB 高いが､40mm と
58mm のフアンではその差は1.5dB でβ ～-58mm の
羽根車の方が低い｡これは20H z近傍までの低周波数
域での騒音が､前者が高いためである｡なお､D が 75
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っても図12 のβが 75mm に示されるような離散周波
数騒音の発生は見られない｡
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ぞれαが 30､4.5 0および 6 0の場合に対応している｡こ
れらの図からほとんとのデータが±3dB 以内に入っ
ており､実験値と予測値はよい精度で一致しているこ
とが分かる｡αが 3 0 の場合は､音圧レベルは流量係数
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Eg11 7 全帯域乱流騒帯の背圧 レベルにおよばす羽根車内径の影響
最高効率点における仝帯域乱流騒音は羽根枚数が120
枚が最 も低いようである｡全流量域では羽根枚数が
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